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神経性 食思不振症 姉妹例 に み られた海藻類大量摂取 に よ る症状 と

　　　　　　　　　　血清中 昼carotene 濃度の 関係
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Relation　between　Symptoms 　and 　Serum β・carotene 　Concentration　Caused　by

　　　Taking　a　Large　Quantity　of　Seaweeds　in　Anorexia　Nervosa　Sisters
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　The　scrum 　i？−caroIcne 　concentration 　was 　measured 　by　high　performance　liquid　chromatogra −

phy　in　anorexia 　nervosa （A ，　N，）patients　who 　had　taken 　a ［arge　quantity　of 　se 乱 weed 　such 　as 　
mn −

gle，　toasted 】aver 　and 　wakame 　seaweed ．　The　A ．　N ．　patie冂ts　of　twin 　sisters 　had　the　same 　filldings

of　hypothyroidism　which 　often 　accornpany 　A ．　N ．　cases ．　alld 　etiologically 　unknown 　ye］low−tinged

skin　and 　enlarged 　goiIer．　PaIient　blood　specinlens 　were 　taken 　on 　the　seventh 　and 　thirtieth　days

following　the　wlthdrawal 　of　seaweed 　from　their　diets．

　On 　the　seventh 　day，　the　serum β
一carotene 　concentrations 　were 　2，2！tg ／ml 　in　one 　pli吐ient　and

2，9Xig！ml 　in　anether ．　On 　the　thirtieth　day．　the　former　and 　the　l飢 ter　decreased　to　O．5　！tgfml 　
and

O．8fxg！ml ，　respectively ．　Both　symptoms 　of　yellow−tinged　skin 　and 　enlarged 　goiter　improved 　with

ヒhe　decrease　in　these 　concentrations ，　These 　recoverics 　seemed 　to　be　infiuenced　by　the　withdrawal

of 　seaweed 　from　their　diets，乱 nd 　also 　due　to　an 　improvement　in　the　hypolhyroidism　which 　had

been　caused 　by　nutritional　problems，

　Key　words
− 　　anorexia 　nervosa ，　seaweed ，　i

’
？−carotenejnorganic 　iodine，　ye［low−tinged 　skin ，

enlarged 　g｛〕iter、　hypothyroidism

は じ め に

　神経性食思 不振症
1，！ ！／

は 思春期 の 女 r一に み られ

る神経症 の
．・
つ で あ る ．そ の 特徴は ，殆 どが痩身

指 向の ダ イエ ッ トか ら始 まる こ と 極 端 なやせ （14

〜15歳以後 ，体 重 が20− ［sokg台に まで 減少） を

†
1．ビ
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．
モ木町池戸 1750．LI750 −1，　 Ikenobe

　　Miki−cho ．　Kita−gun ，　Kaguwa ，761．．−07　Japan

示すこ と ，さ ら に慢性化す る例が 多い こ とな どで

あ る．患 者は カ ロ リー摂取 に敏感なため ，ノ ン カ

ロ リー食品の 大 量摂取 に よ っ て空腹を癒す こ とが

しば しばみ られる．こ の例 と し て海外で 人参の 大

量摂取
：iJ

が 報告 され て い る．し か し，ノ ン カ ロ

リ
ー
食品 の 大量摂取白体は低栄養 に伴 う身体症状

を示すにす ぎな い た め ，こ れ ら の 大量摂取に 関す

る症例報告は 殆ど見られな い ．
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　今回 ，海苔 ，昆布お よ び わか め （以 下 ，海藻

類）を長期間大量摂取 し ，皮膚黄染と甲状腺腫大

を早 した姉妹 に遭遇 した．海藻類に 含まれ る β一

carotene お よび無機 ヨ
ー

ド
4・1

が その 原因と して 強

く疑われ ，特に血清中β一¢ arotene 濃度 は神経性食

思不振症 の 診療に と っ て重要 な指標に な るもの と

思われ る．

対象お よび方法

1． 患者

　患者は16歳 ，　
一
卵性双生児姉妹で 、1995年 12月

8 日 に拒食を主訴と して 当院精神科神経科を受診

し た ．受 診時，妹 は身長152cm，体重 29．6kg，姉

は 150cm ，36．5kgと痩身で ，い ずれも神経性食思

不振症 と診断 され入院 し た ．入院時所見と し て皮

膚黄染 と軽度の 甲状腺腫大がみ られ，内分泌学的

検査 上，甲状腺機能低下状態 （表 1 ）で あ っ た．

姉妹は 1 日 に 焼 き海苔大判約60枚 ，昆布約60g，

わか め （量不明）を 1年間以 Eに わた り摂取 して

い た と述べ た ．海藻類摂取中止 および普通食の 摂

取によ っ て栄養状態は改善され ，これらの 異常所

見は次第に軽快 し，甲状腺機能 も正常化 し た．

2．　 β一carotene の 測定

　i？　−Carotene の 血清中濃度を定量するため ，海藻

類摂取巾止 7 日目t1 カ月目に採血し た．採血後

血液を速やか に遠心分離 し ，そ の 血清を凍結保存

し た．

　血清 巾 β一carotene 濃度の 測 定 は，森川 ら の 方

法 討
を
．一

部改変 し て 行 っ た、試料 ，標準液の 調

製は i9　−carotene が 蛍光灯 下で 光分 解す る こ と
6〕

か ら遮光 ドで 行 っ た．また空気酸化 されや すい こ

と
71

か ら，chlorofo   層留去後の 復圧は窒素還流

下で行 っ た．β一carotene の 標準品 は Roche 社製剤

表 1．入 院時の 甲状腺機能

TSH （，uU ！ml ＞　 T3（ng ！m1 ）フ リーT1（ng ！ml ）

10％ β一・ a・・t・・ c （・墫 β
一c… t・ne　 10％ w 。ter−、。1。−

ble  ）を用 い た．

　高速液体 ク ロ マ トグラ フ ィ
ーは ウ ォ

ーターズ 社

製 （ポ ン プ Mode1510
， 490型超 高感度 多機 能検

出器 ，全 自動サ ン プ ル プ ロ セ ッ ±
」 一

（WISP ）710

B で 構成）を使用 し た．条件は 固定相 ：Novapack

Cis　 （3．9mrnlD× 150mmL ：ウ ォ
ー一タ ーズ 社）．移

動相 ：methanol ／isopropanol＝4！1，流量 ：1．2ml／

Mill 　，検 出波長 ：462nmで あ っ た，本条件で β
一

carotene の 保持 時間は 8．6分 で あ っ た．また健常

人血清か らβ
一carotene は検出されなか っ た．

結 果

　血清中β一carotenc 濃度は、その 検量線か ら算出

し た．検量 線は ，β一carotene 濃度（x）がO− 10μg／

ml の 間 で 求め た ．　 x と ピ ー
ク 面積比（y）の 関係は

y　 ・ 0．183x十〇．027で
， 良好な直線関係 （r・・O．999）

が得 られた．定量限界は 0．1μg／ml ，回収率 は95％

以上であ っ た．

　血清中β
一carotene 濃度は ，両症例ともに海藻類

摂取中止と普通食の 摂取に よっ て 1カ月囗に は明

らか に低下 した （表 2）．

考 察

　
一．
般 に神経性食思不振症で は ，低栄養状態に 伴

っ て 甲 状 腺機 能 低 下 （低 T3症 候 群）li｝
を 生 じ

る．本例で は さらに皮膚黄染 と年状腺腫大 をも呈

して い た ，前者に は β一carotene の ，後者に は無機

ヨ ードの 関 与が強 く疑われた．

　β一carotene は カ ロ チ ノ イ ド色 素 （a ，β，γ
一

carotene ，　 xanthophylD 　
9 ｝

の
・
種で ，海藻類100gあ

た りの 含量
1：1

は 乾燥海苔で24　，OCIO　，ug ，乾燥昆布

240μg，干 し わ か め 3，300μg である．カ ロ チ ノ イ

表 2 ．血清中β
一c 踟 tene 濃度の 変動

姉

妹

1，526

．44

0．630

．50

π

」

730ヲ

ー

0

正 常域　0．34〜3．50　 D．70〜2，IO　 O．90〜1．80

血 清中β倒 ・t・n・ 濃度 （μ9！mP

中■1二7 日 目　　「冖IL　1 ヵ 月目

姉

妹

2．22

．9

0．50

．8
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　　　　　　　　　　　　 神経 性食思不 振

〔
　　　　　　　海藻類の 大R 摂取　　　低栄養状態

β一carote

皮膚黄染 〔血 清中β一carotene 濃度上昇1

図 1，本症例所見 の 発 生機序

ドの 血 iStl1濃度 は通常 1 ，ug ／ml 前後で ，皮膚黄

染 は 2 〜 8 μg／ml 以上で 発生す る と報 告
1，〕

され

て い る，こ の 黄染は カ ロ チ ノ イ ド摂取を控 えるの

み で 数週間の うちに消 失する
91
．　 方 ，無機 ヨ ー

ドは 乾 燥 昆 布100gあ た り170〜550mg含 ま れ

る
TO； ，そ の 過剰摂取 に より ヨ ー ド甲状腺腫

11〕
，

ヨ ー ド粘 液 水腫
1［，：1

を発症 す る，lfiL液 中の 無 機

ヨ ー ドは ヨ ー ド ブー
ル 調節機構で 制御 され

LO：1
，

甲状腺機能低 ド状態 で は ，海藻類の 大量摂取中止

が ただちに血液 中無機 ヨ ード濃度に 反映 されな い

と思われ る．

　 方 ，本例で は 海藻類摂取 中止後 ，血清 中β
一

carotene 濃度 が低 トし，皮膚黄染，甲状腺腫大，

お よび非甲状腺疾患
121

で あ る甲状腺機能低 トが

改善 した．こ の こ とは ，海 藻類大量摂取 が本症発

病の 原因の つ で ある こ とを示唆 し て い る ．さら

に ，栄養状態 の 改 善が 回復 を促進
「t ：1

させ た も の

と推察 される．

　本例 の 所見 と摂取成分との 関係は図 1の ように

要約 される，甲状腺機能低 ド状態で は カ ロ チ ノ イ

ド代謝能が低下 11、
して い る．そ の た め海藻類摂

取中1⊥：7 日後に お い て も面L清 中β℃ aro に ne 濃度が

2
μg／ml 以土 俵 2 ） と高 く，その 正常化 が 遅れ

たもの で あると思 われる．

　血清中β
一carotene 濃度の 提示は ，臨床所見と 血

中成分の 関係を患 者に 明示す る こ とが で き，積極

的な治療 へ の 取 り組みに対す る重要な動機づ けと

な っ た．わが国で の 海藻類の 摂取 最は欧米に 比べ

多く
［［））
，同様の 症例が 今後 も予想 さ れ る．し た が

っ て ，血清中β
一carQtene 濃度 の 測定 が症例管理 に

と っ て 重要な指標 となる可能性が示唆 された，
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